
令和７年度こども家庭庁母子保健指導者養成研修 

研修１ ５歳児健康診査の実施に関する研修 

実施要領 

 
１．研修の目的 

５歳頃は、一般に言語の理解能力や社会性が高まり、発達障害が認知される時期とされ、

この時期の発達障害の疑いがあるこどもに対する適切な支援の有無が、その後の成長・発達

に影響を及ぼすと指摘されております。このため、５歳児健康診査（以下「５歳児健診」と

いう。）を実施することによって、こどもの発達特性を早期に把握し、保健、医療、福祉、

教育の各分野が連携し、それぞれの特性にあわせた支援につなげるという観点から、5 歳児

健診の意義は非常に大きいものと考えております。一方で、健診の実施にあたっては、企画

段階、実施段階、フォローアップ段階において、さまざまな懸念点があることも承知してお

ります。本研修では、５歳児健診の理念や実施内容、具体的な保健指導の内容などを学び、

また懸念点等を共有し、５歳児健診の適切な実施のために必要な知識等を身につけること

を目的としております。 

 

２．主催者 

こども家庭庁（委託先：株式会社野村総合研究所） 

 

３．対象者 
都道府県・市町村の母子保健担当者 

※対象外の場合は、お申し込みいただいてもお受けできませんので、ご了承ください。 

 

４．実施形態 

オンライン（オンデマンド配信）形式 

※事前にお申し込みいただいた方に対して、動画専用サイトの閲覧パスワードを配布し

ます。 

 

５．申込期間及び配信期間 

・申込期間      ：令和 7 年９月 10 日（水）～令和 7 年 9 月 24 日（水） 

・オンデマンド配信期間：令和 7 年 10 月８日（水）～令和 7 年 12 月 12 日（金） 

  



６．研修プログラム 

 研修プログラム 講師 

①  行政説明１ 

母子保健行政の動向（研修１～５共通）  
こども家庭庁 成育局 母子保健課  

②  
行政説明２ 

５歳児健診の意義と実施体制について 
こども家庭庁 成育局 母子保健課 

③  
講義１ 
５歳児健康診査の実施内容及び健診後のフ
ォローアップ等に関して 

福岡大学 医学部 小児科 
永光 信一郎 氏 

④  
講義２ 
５歳児に必要な保健指導の内容について 

鳥取県福祉保健部／ 
子ども家庭部（兼）倉吉保健所 
小倉 加恵子 氏 

⑤  
事例紹介１（市町村） 
５歳児健康診査（集団健診）について 

佐賀県佐賀市 
こども未来部 こども健康課 こども保健係 
萩原 里美 氏 

⑥  
事例紹介２（市町村） 
５歳児健診の取り組みと課題 

愛媛県鬼北町 
保健介護課 保健係 
尾川 優 氏 

⑦  
事例紹介３（市町村） 
５歳児健康相談から健康診査へ 

栃木県下野市 
健康福祉部 こども家庭センター 
柴山 幸奈 氏・舘野 詩織 氏 

 

※講義及び事例紹介は、8 月に開催した研修会（対面）での講演を収録したものになります。 

 

 


